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(57)【要約】
【課題】
　複数の光源を用いた照明装置において、光源からの光
の配光分布と照度分布を成形しつつ、照明装置からの照
射光の明るさを向上させるのに好適な技術を提供する。
【解決手段】
　本発明に係る照明装置は、複数の光源（１）と、透明
な材質で形成された、前記光源（１）からの光を透過さ
せ、屈折、あるいは全反射させて出射させるため集光体
（２）とを備えた照明装置において、集光体（２）は、
それぞれ光源（１）と対向するように配置されており、
集光体（２）の光源側（１）に、該集光体のまたは光源
の周囲を囲うような形状を有する円筒状の仕切り（４）
が設けられていることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の光源と、該複数の光源にそれぞれ対応して設けられた、前記光源からの光を集光
して出射するための透過性を有する複数の集光体とを備えた照明装置において、
　前記集光体は、それぞれ、前記光源と対向するように配置されており、
　前記集光体の前記光源側に、該集光体のまたは前記光源の周囲を囲うような形状を有す
る筒状の仕切りが設けられていることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の照明装置であって、
　前記仕切りが前記集光体に備えられており、前記光源側に向かって伸びていることを特
徴とする照明装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の照明装置であって、
　更に、前記集光体の入射面側と対向する位置に、前記光源近傍を取り囲むような凹部が
形成された構造体が設けられ、
　前記仕切りが前記集光体に備えられており、前記光源側に向かって伸びており、
　前記構造体は、前記該仕切りと対向する位置に、該仕切りが収納または挿入可能な凹部
或いは溝部が設けられていることを特徴とする照明装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の照明装置であって、
前記構造体は、反射または拡散反射作用を有することを特徴とする照明装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の照明装置であって、
　更に、前記集光体の入射面側と対向する位置に、前記光源近傍を取り囲むような凹部が
形成された構造体が設けられ、前記仕切りは、前記構造体に備えられ、かつ前記集光体側
に向けて延びて形成されていることを特徴とする照明装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の照明装置であって、
　前記集光体が形成された集光ユニットを更に備え、該集光ユニットの、前記構造体に備
えられた前記仕切りと対向する位置に、該仕切りが収納または挿入可能な凹部または溝部
が形成されていることを特徴とする照明装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の照明装置であって、前記仕切りが光拡散作用を有することを特徴とす
る照明装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の照明装置であって、前記仕切りが光吸収作用を有することを特徴とす
る照明装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の照明装置であって、前記光源と、前記集光体との間の距離が可変であ
ることを特徴とする照明装置。
【請求項１０】
　請求項１に記載の照明装置であって、前記光源はＬＥＤであることを特徴とする照明装
置。
【請求項１１】
　複数の光源からの光を集光するためのレンズ形状を有する集光体を複数備えた照明装置
用の集光ユニットにおいて、各前記集光体のそれぞれに、各集光体の周囲を囲うような筒
状の仕切りが設けられていることを特徴とする集光ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】



(3) JP 2014-123479 A 2014.7.3

10

20

30

40

50

　本発明は、照明装置及びこれに用いられる集光体に係り、特に複数の光源と、複数のレ
ンズとを組み合わせた構成された、例えばスポットライトやダウンライト等の照明装置、
及びこれに用いられる集光ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　スポットライトやダウンライト等の照明装置の光源として、環境への配慮や低消費電力
化のために、蛍光灯や白熱電球に代えてＬＥＤが使用されつつある。ＬＥＤは光の出射角
が大きく広範囲に光を放出するため、例えばＬＥＤを用いたスポットライトでは、ＬＥＤ
からの光をレンズ等により集光することで比較的狭い範囲を照射するような配光分布、及
び照射光の照度分布を得るようにしている。照明装置の配光分布や照射光の照度分布は、
ＬＥＤとレンズとの相対距離を可変とすることで調整可能である。またＬＥＤは、所望の
明るさを得るために必要に応じて複数個使用される。
【０００３】
　複数のＬＥＤとレンズとの相対距離を可変とした従来技術として、例えば特許文献１に
記載のものが知られている。特許文献１には、所定軸方向に発光面を向けたＬＥＤを有す
るＬＥＤ支持体と、各ＬＥＤの発光面側にそれぞれ設けられた複数のレンズを保持するレ
ンズ保持体と、当該レンズ保持体をＬＥＤ支持体に対して前記軸を中心として回転可能に
支持するとともにその回転動作に伴って前記軸方向に沿って進退させる進退機構とを備え
たスポット照明装置を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２２１０４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１に記載の構成では、ＬＥＤとレンズとの相対距離によって、あるＬＥＤ
からの光束がそれに隣接するＬＥＤに対応するレンズにも入射し、それが迷光となる場合
がある。かかる迷光によって、所望或いは良好な配光分布または照度分布が得られなくな
る可能性がある。例えば、照射範囲を狭くしたい場合でも、上記迷光によって照射範囲が
所望の範囲よりも広がる場合がある。
【０００６】
　本発明は、照明装置において、上記迷光の発生を抑制し、所望の配光分布または照度分
布を得るのに好適な技術を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は特許請求の範囲に記載された構成を特徴とするものである。より具体的には、
本発明に係る照明装置は、複数の光源と、該複数の光源にそれぞれ対応して設けられた、
前記光源からの光を集光して出射させるための透過性を有する複数の集光体とを備えた照
明装置において、前記集光体は、それぞれ、前記光源と対向するように配置されており、
前記集光体の前記光源側に、該集光体の周囲を囲うような形状を有する筒状の仕切りが配
置されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　上記本発明の構成によれば、光源（ＬＥＤ）からの光をより好適に配光分布と照度分布
を成形しつつ、複数の光源の発光を利用することができるので、照明装置からの配光分布
と照度分布を好適に保ちながら、照射光の明るさを向上させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第一の実施例に係る照明装置の一構成例を示す俯瞰図
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【図２】本発明の第一の実施例に係る照明装置の一構成例を示す断面図
【図３】本発明の第二の実施例に係る照明装置及び集光体の一構成例を示す俯瞰図
【図４】本発明の第二の実施例に係る照明装置及び集光体の一構成例を示す断面図
【図５】本発明の第二の実施例に係る照明装置及び集光体の一構成例を示す断面図
【図６】本発明の第二の実施例に係る照明装置及び集光体の一構成例を示す断面図
【図７】本発明の第三の実施例に係る照明装置及び集光体の一構成例を示す断面図
【図８】本発明の第三の実施例に係る照明装置及び集光体の一構成例を示す断面図
【図９】本発明の第四の実施例に係る照明装置及び集光体の一構成例を示す俯瞰図
【図１０】本発明の第四の実施例に係る照明装置及び集光体の一構成例を示す断面図
【図１１】本発明の第四の実施例に係る照明装置及び集光体の一構成例を示す断面図
【図１２】本発明の第八の実施例に係る照明装置の一構成例を示す俯瞰図。
【図１３】集光体が球面レンズの場合の配光分布を示す図
【図１４】集光体が非球面レンズの場合の配光分布を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態について、添付の図面を参照して説明する。尚、同じ機能又
は公正を有する要素には同じ符号を付し、重複した説明は省略するものとする。
【実施例１】
【００１１】
　図１及び図２を用いて、本発明の第一の実施例の構成を説明する。ここで、図１は、本
発明の第一の実施例に係る照明装置及び集光ユニットの俯瞰図を示し、図２は当該照明装
置及び集光体ユニットの２つの隣接する集光体の中心軸を含む平面で切断した断面図を示
している。
【００１２】
　図１に示されるように、本実施例に係る照明装置は、光源１、集光体２、集光ユニット
３、仕切り（パーティション）４、光源基板１０を含んで構成されている。ここで、集光
ユニット３は、集光体２及び仕切り４を含むものとする。またここでは、紙面上方向を照
明装置の光照射側とする。また、本実施例に係る照明装置は、光源１と集光ユニット３と
の相対距離を可変できるような機構を有しているものとする。この機構は、例えば特許文
献１、特開2010-92700号公報、特開2006-2164743号公報等に記載のように公知の構成であ
るため、ここではその詳細な説明を省略する。
【００１３】
　光源１は、例えばトップビュー型のＬＥＤが用いられ、その発光面（光放出面）は、光
源１の上に配置される集光体２と対向するように向けられている。すなわち光源１は、集
光体２に向けて光を放出するように光源基板１０に配置されている。本実施例では、光源
１として例えば白色光を放出する白色ＬＥＤを用いるものとする。白色ＬＥＤは、例えば
電力を受けて青色光を発光する発光チップ部分と、該発光チップからの青色光を受けて励
起され、緑から赤にかけた波長領域のスペクトルを持つ光を発光する蛍光体とを有してい
る。この蛍光体として、赤と緑の光を同時に励起して黄色に見える発光スペクトルを有す
る蛍光体を用いることもできる。さらに、一つのＬＥＤにおいて、複数の発光チップを搭
載した大光量タイプのＬＥＤを利用してもよい。複数の発光チップを搭載したＬＥＤでは
、ＬＥＤの発光面（光放出面）の中心を規準にして対称となるように、発光チップを例え
ば矩形状、同心円状に配置することが好ましいが、発光チップの配置はこれに限定される
ものではない。
【００１４】
　また光源１には、配光の調整や光の取り出し効率を改善のためのレンズやリフレクタな
どの光学部品が設けられていてもよい。かかる光学部品として、例えば、透過性を持つ材
質で成形された凸レンズや、金属蒸着されたミラーなどを用いることができる。
【００１５】
　光源基板１０は、例えばガラスエポキシ樹脂で構成されており、その光照射側の面に複
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数の光源（ＬＥＤ）１が実装されている。図では光源基板１０上に光源１を４つ実装され
ているが、照明装置として確保したい光量に応じて光源１の実装数を変化させてもよい。
また光源基板１０の光源１の実装面（つまり光照射側の面）は、光を反射しやすくするた
めに白色塗装が施されている。この白色塗装に代えて、光源基板１０の光源１の実装面の
、光源実装部以外のほぼ全面を覆うように白色の反射シートを載置してもよい。
【００１６】
　また光源基板１０は、光源１の他に、図示しない電源からの電力を光源１に供給するた
めの駆動回路（ドライバ）、配線及び／または光源１への電力供給量（電流量）を制御す
るための制御回路などの電子部品や電気回路が設けられている。これら電子部品や電気回
路は、光源基板１０の光源１の実装面とは反対側の面に設けてもよい。
【００１７】
　光源１の光放出側には、透明樹脂等の透明材質で形成された、凸レンズ形状を有する集
光体２が配置されている。集光体２は、図示されるように光照射側の面が光照射方向に凸
を向き、かつ光源１側の面も光源１に凸を向けた両凸レンズ（正レンズ）の形状を有して
いる。ここで、集光体２の光照射側の面を出射面、光源１側の面を入射面とすると、集光
体２の出射面の曲率は、出射面の曲率よりも大きくなっている。また両凸レンズの出射面
と入射面のいずれか一方または両方は、当該両凸レンズの光軸近傍の曲率よりも、光軸か
ら半径方向に離れた周辺部の曲率が小さくなるような非球面形状を有している。但し、本
発明は上記のようなレンズ形状に限定されるものではない。
【００１８】
　以下、集光体２を構成する両凸レンズのレンズ面の形状について説明する。レンズ面が
球面形状である場合、レンズの周辺部を通過した光線が光照射側において互いに交差し、
リング状の明るい輪が発生する。この現象の一例を図１３に示す。図１３は、集光体２が
球面レンズであり、この球面レンズと光源間を可変した場合の配光分布の変化の一例を示
している。図の破線及び細線に示されるように、配光分布を広く変化させると、例えば破
線の５度付近と細線の１０度付近に光度のピークが生じる。これが人の目には明るいリン
グ状の像として見える場合がある。このような像は、明るさが不均一な照明としてユーザ
に認識される。従って、明るさが均一な照明を得るためには、照明装置の配光分布は、図
１３の点線や細線に示されるような起伏が生じるものよりも、正面０度方向から周辺に向
かって単調に変化するようなものが望ましい。特に照明装置がスポットライトの場合には
、単調減少であることが望ましい。
【００１９】
　一方、両凸レンズの出射面と入射面のいずれか一方または両方を、上記のような非球面
形状にすると、レンズの周辺部から出射した光線は互いに交差することなく出射するよう
になる。その結果、明暗が逆転するような光線はなくなり、例えば図１４に示されるよう
な配光分布が得られる。図１４は、レンズとして多項式で表れる非球面形状のレンズを用
いた場合の、当該レンズと光源間を２ｍｍから５ｍｍまで変化させたときの配光分布の変
化を示している。この図１４の点線や細線に示されるように、レンズと光源間を可変して
も、配光分布は正面０度方向から周辺に向かって単調に減少するものとなり、明るいリン
グ状の像は解消されている。
【００２０】
　このように、本実施例においては、両凸レンズの出射面と入射面のいずれか一方または
両方を、当該両凸レンズの光軸近傍の曲率よりも、光軸から半径方向に離れた周辺部の曲
率が小さくなるような非球面形状としている。しかしながら、本発明はこのようなレンズ
形状に限定されるものではない。
【００２１】
　集光体２は、光源基板１０に配置された光源１に対し、それぞれ位置的に対応させて設
けられている。本実施例では、光源基板１０に光源１が４つ配置されているため、集光体
２も４つ設けている。また光源１であるＬＥＤの光放出面の中心軸と各集光体２の光軸と
が略一致するように集光体２或いは光源基板１０が配置されている。
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【００２２】
　集光体２の材質としては、本実施例では、ガラスやプラスチックなどの光透過性を有す
る材質を用いている。たとえば、生産性に優れたプラスチック用いる場合は、ポリカーボ
ネート、アクリルなどを利用することができる。集光体を製造する方法として、例えば、
熱可塑性樹脂材料を熱して流動性を高めて金型に流し込み、これを冷やし固めて成型する
射出成形を利用することができる。このとき、集光体２の光の入射面、出射面を成形する
金型の表面は、後述のように研磨されていることが好ましい。
【００２３】
　光源１が光源基板１０に二次元的に実装される場合に、光源基板１０の中心に対して、
集光体２を回転対称に配置しても良いし、更に、光源基板１０の中心に光源１を追加して
配置してもよい。光源１と集光体２は、光照射側から見たときの各光源１の光放出面の中
心軸と、各集光体２（両凸レンズ）の中心軸がほぼ一致するように光源１と集光体２の位
置合わせが為される。
【００２４】
　各集光体２は、それぞれに対向するように配置された光源１からの光が入射面の入射さ
れ、これを集光しながら出射面から光を出射するように構成されている。そしてそれぞれ
の集光体２は、その光軸と直交する断面が略円形であり、光軸に対して回転対称な形状を
有している。ただし、照明装置の外形形状が制限されている、あるいは複数の光源１が配
置される間隔が集光体２同士の間隔よりも狭い場合、集光体２がそれぞれの中心軸から離
れた位置で、隣接する集光体同士が互いに交差する。この場合、集光体２は回転対称とは
ならないが、このような形態も本実施例に包含される。
【００２５】
　上記構成の照明装置において、本実施例は、図１及び図２に示されるように、集光体２
の入射面側に各集光体２の外周を囲むように仕切り４が設けたことを特徴としている。こ
の仕切り４は、集光体２の光軸と直交する断面が、集光体２の外周形状とほぼ一致するよ
うな円環形状を為しており、かつ集光体２側から光源１側の方向に延びて形成されている
。すなわち、仕切り４は集光体２の光軸を中心軸とした円筒形状を為している。また仕切
り４は、光を吸収、反射、もしくは拡散するような光学的効果及び透過性を有する材質で
構成される。かかる材質として、例えば、黒色の樹脂、黒色の金属、黒色の塗料などを含
む吸収体、あるいはミラー、白色の拡散反射性の樹脂、または、光拡散のために粗面加工
を施した金属などの反射体を用いることができる。また、透過性を有する樹脂やガラスを
用いてもよい。その場合は、その表面（特に内面）に粗面加工や微細パターン形成するよ
うな加工を施してもよいし、更にまた、透過性樹脂やガラスの内部に樹脂やガラス基材と
異なる材質の微小ビーズを含有させてもよい。すなわち、仕切り４として、光散乱効果を
有する透過体を用いることもできる。
【００２６】
　集光ユニット３は、光照射側から見たときの外形形状がほぼ円形を為したベース部材３
１を有しており、ベース部材３１の中央側に複数の集光体２と、各集光体２に対応する仕
切り４が設けられている複数の集光体２（両凸レンズ）は、その一部が互いに接触して設
けられてもよいし、互い接触しないように所定の間隔を以って離して配置されていてもよ
い。またベース部材３１と集光体２は、同一の材質、例えばアクリル等の透過性樹脂で形
成されていてもよい。これらを同一の透過性樹脂で成形する場合は、ベース部材３１と集
光体２を一体成型することができ、ベース部材３１と集光体２を射出成型するのに好適で
ある。またベース部材３１と集光体２を一体成型としたとき、ベース部材３１の平面部（
集光体２の外側の板状の部分）に、図示しない筐体や光源基板１０を取り付けるための孔
や溝、位置決め用の孔や溝、更には筐体や光源基板１０と集光ユニット３とを固定するた
めの、例えばボスのような固定部を設けてもよい。また、ベース部材３１、集光体２及び
仕切り４を同一の透過性樹脂で一体的に成型してもよい。またベース部材３１の集光体２
以外の箇所には、ブラスト加工やエンボス加工などを施して、光拡散効果を持たせていて
もよい。また、集光ユニット３を構成する透過性樹脂に拡散性ビーズなどを混入してベー
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ス部材３１及び集光体２に光拡散効果を持たせてもよい。
【００２７】
　ここで、本実施例における光学的動作について図２を参照しつつ説明する。光源１から
出射した光束の内、光源１の光軸から、当該光源に対向するように配置された集光体２の
外周縁までの範囲の光束Ｌ１（図２中実線の矢印で図示）は、集光体２の入射面、すなわ
ち光源１側の面から入射する。入射された光束は、集光体２の入射面で屈折されて、例え
ば集光体２の光軸と略平行な方向となるようにその進行方向が変更される。そして、集光
体２の内部を透過し、集光体２の出射面、すなわち照明装置の照射面側の面から出射する
。集光体２の内部を通過した光束は、出射面でも屈折されて、例えば集光体２の光軸に向
かうように、或いは集光体２の光軸と略平行な方向に進行方向が変更される。
【００２８】
　このように、集光体２の光学特性（レンズ作用）によって光源１の配光分布が変換され
、これにより照明装置の配光分布や照度分布を所望のものとすることができる。尚、ここ
では、ある光源１の光放出面の中心軸と、集光体２の光軸とがほぼ一致している位置関係
を「対向」すると呼ぶものとする。
【００２９】
　一方、ある光源１からその光源１に対向する集光体２に向かわない光束、すなわち、あ
る光源１から、その光源１に対向する集光体に隣接する集光体（以下、これを「隣接集光
体」と呼ぶ）２へ入射する光束である迷光Ｌ２（図２中点線の矢印で図示）は、意図しな
い方向に出射してしまう。これは、回転対称なレンズは、レンズの光軸からずれた位置か
ら出射した光束と、レンズの光軸上から出射した光束を同時に同じ配光分布を持つように
変換することができないことに起因する。
【００３０】
　そこで本実施例では、ある光源１からの光束が隣接集光体に入射しないように、各集光
体２の入射面側に仕切り４を設けている。従って、ある光源１から隣接集光体に向かう光
束、すなわち迷光Ｌ２は、仕切り４に入射される。仕切り４に入射した光束は、仕切り４
の光学特性（例えば反射特性）によって、隣接集光体に入射されることが阻止されるか、
或いはその光量が低減される。これにより、迷光Ｌ２による照明装置の配光分布や照度分
布が所望以外の分布になることを抑制することができる。このとき、例えば仕切り４が拡
散透過の光学特性持たせれば、ある光源１からその光源１に対向する集光体２を囲う仕切
り４に入射されたた光束は、仕切り４により散乱されて拡散光として出射される。この出
射光の光束量は、光源１に対向した集光体２に入射した光束よりも比較的少なくして隣接
集光体２に入射させることができる。更に、拡散効果によって迷光の出射位置を目立たな
くすることができる。このため、仕切り４に拡散効果を持たせた場合でも、迷光Ｌ２によ
る照明装置の照度分布や配光分布への影響を抑制する効果がある。
【００３１】
　このように、ある光源１から隣接集光体に入射する光束（迷光Ｌ２）は、照明装置の所
望の照度分布や配光分布を乱すノイズとなる不要な光であるが、本実施例の構成では、か
かる迷光Ｌ２による影響を低減し、照明装置から出射される光束の配光分布や照度分布を
改良する効果がある。
【００３２】
　尚、図２の例では、仕切り４を集光ユニット３に一体化して成型している。これにより
照明装置の部品を削減可能であり、組み立て性が改善する。勿論、仕切り４を集光ユニッ
ト３とは別の部材で構成してもよい。
【００３３】
　仕切り４は、光源基板１０の近傍まで伸びていてもよい。仕切り４の光軸と平行な方向
の長さは、ある光源１からの光が隣接集光体が入射する可能性のある位置にまで伸びてい
ることが望ましい。また仕切り４は、集光体２の全周に設けられていてもよいし、一部存
在していなくてもよい。更に仕切り４の外壁面は、集光体２の境界部から光源１に向かう
従い狭くなるようにテーパが設けられていてもよい。本実施例の集光ユニット３を射出成
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型する場合には、金型から抜き取りやすくするため、前記のテーパ形状になっていること
が好ましい。
【００３４】
　また、仕切り４を集光ユニット３に一体化して成型する場合において、集光体２の光学
特性を損なわないようにするために、射出成型で材料を流し込む湯口となるゲートを仕切
り４に設けてもよい。かかる構成は、集光ユニット３を、生産性に優れたプラスチック、
例えばポリカーボネートやアクリルなどを用いて射出成形により製造する場合に好適であ
る。
【００３５】
　このように、本実施例によれば、小型でありながらも複数の光源を備えることで光量を
確保しつつも、ＬＥＤからの光を比較的狭い或いは限定された範囲に集中的に光を照射で
き、更に迷光を低減して良質な照度分布を実現することが可能なスポットライトやダウン
ライト等の照明装置、及びそれに用いられる集光ユニットを提供できる。更に仕切り４を
集光ユニット３に一体化することで、更に組み立て性に優れた、製造が容易な効果を有す
るスポットライトやダウンライト等の照明装置、及びそれに用いられる集光ユニットを提
供できる。
【００３６】
　特に本実施例の構成は、光源１と集光ユニット３との相対距離を可変とした場合に特に
有用である。しかしながら、本実施例は、光源１と集光ユニット３との相対距離を可変で
きない（すなわち固定とした）構成の照明装置にも適用可能であり、そのような構成であ
っても上述の効果を得られることは言うまでもない。
【実施例２】
【００３７】
　次に、図３～図６を用いて本発明の第二の実施例の一構成例を説明する。ここで、図３
は、第三の実施例に係る照明装置及び集光体ユニットの俯瞰図であり、図４及び図６は、
当該照明装置及び集光体ユニットを２つの隣接する各集光体２の光軸を含む平面で切断し
た断面図であり、図５は、当該照明装置及び集光体ユニット３を、集光体２の光軸と集光
ユニット３の中心軸を含む平面で切断した断面図である。
【００３８】
　図３～５に示されるように、本実施例に係る照明装置が第一の実施例と異なるのは、集
光ユニット３又は集光体２の光入射面側と対向するように構造体５を配置するとともに、
更に構造体５の仕切り４と対向する位置に光源１が収納可能な凹部５１を設けた点である
。仕切り４も含め、その他の点は第一の実施例と同じである。
【００３９】
　構造体５は、例えば接着剤やネジ等で光源基板１０に取り付けられて固定されている。
ここで構造体５は、反射特性または拡散反射特性を持たせている。このために、構造体５
または構造体５の凹部５１の内壁面は、磨かれた金属、誘電体多層膜、金属蒸着などの正
反射成分が強いミラー、もしくは、拡散反射性を有する樹脂、反射光が拡散するように表
面が荒らされた金属などの反射体で構成されている。
【００４０】
　また構造体５に設けられた凹部５１は、各仕切り４と対になって設けられていることが
望ましい。すなわち、各凹部５１は、図３に示されるように仕切り４１の外形に対応する
ように全体あるいは部分的な円形状となっている。また凹部５１の底面側には光源基板１
０に実装された光源１が配置されており、凹部５１の内壁面により光源１を取り囲むよう
にしている。図４、図５および図６に示されるように、各凹部５１は、光源１と集光ユニ
ット３との相対距離を短くしたときに仕切り４が凹部５１に収納可能なように、仕切り４
の外径よりも大きな直径を有する円形をしている。凹部５１に仕切り４が収納されている
様子が図６に示されている。
【００４１】
　本実施例の構成において、光源１から出射した光束のうち、光源１の光放出面の中心軸
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から離れた方向の光束、すなわち中心軸に対して直交する方向に進行する光束（迷光）は
、構造体５に設けられた凹部５１の内壁面に入射される。この構造体５に設けられた凹部
５１の内壁面に入射した光束は、構造体５または凹部５１の内壁面の光学特性によって照
明装置の照度分布への影響を抑制することができる。例えば、構造体５または凹部５１の
内壁面が光を拡散反射する光学特性を有する場合、光源１から凹部５１の内壁面に入射し
た光束は、散乱され、拡散光として凹部５１の内側に反射される。従って、ある光源１の
光放出面の中心軸に対して直交する方向に進行する光束が、凹部５１の内壁面によって、
隣接集光体に入射されることが阻止される。また、凹部５１の内壁面で反射された光の光
量は、光源１に対向した集光体２に直接的に入射された光束よりも比較的少なく、また拡
散効果によって出射光の位置が目立たなくなるため、照明装置の照度分布や配光分布への
影響を抑制することができる。この構造体５の凹部５１の内壁面に、拡散反射作用に代え
て正反射作用を持たせてもよい。
【００４２】
　続いて、光源１と集光ユニット３との相対距離（間隔）可変としたときの光学的作用に
ついて説明する。集光体２と光源１の間隔は、照明装置の配光分布や照度分布と相関があ
る。例えば、集光体２の光源１側の焦点が光源１の位置と略一致しているとき最も配光分
布が狭く、集光体２と光源１の間隔が短くなれば配光分布は広くなる。このように、集光
体２と光源１の間隔を変化させると、配光分布や照度分布も変化する。つまり、同じ部品
を使用しながら、照明装置の光学特性を変化させることが可能である。
【００４３】
　このとき、光源１と集光ユニット３との相対距離（間隔）が短いときは、図６に示され
るように仕切り４が凹部５１に収納され、光源１の側面（発光面と垂直な面）と対向する
位置を含む光源１の周囲が仕切り４により囲まれる。このため、光源１の光軸と直交する
方向に出射される大きい出射角の光（迷光）が、仕切り４の反射あるいは拡散反射作用に
よって隣接集光体に入射されることが阻止される。
【００４４】
　一方、光源１と集光ユニット３との相対距離（間隔）が長いときは、図４または図５に
示されように、光源１の周囲が仕切り４により囲まれれなくなる。しかしながら、図４ま
たは図５に示されように、仕切り４に代わって、構造体５の凹部５１の内壁面が光源１の
周囲を囲むようになる。このため、光源１の光軸と直交する方向に出射される大きい出射
角の光（迷光）が、凹部５１の内壁面の反射或いは拡散反射作用によって隣接集光体に入
射されることが阻止される。光源１から構造体５の凹部５１の内壁面に向かう光よりも出
射角が小さいながらも隣接集光体に向かう光は、上述のように仕切り４の反射或いは拡散
反射作用によって当該集光体２への入射が阻止される。
【００４５】
　このように、本実施例であれば、集光体２と光源１との間隔を変化させたとき、光源１
と対向する集光体２へ入射しなかった光束（迷光）が発生しても、仕切り４或いは構造体
５の凹部５１の内壁面によって当該迷光が隣接集光体へ入射されることを抑制し、良質な
照度分布と配光分布を得ることができる。また本実施例であれば、仕切り４の形状を変更
することなく、仕切り４と対向して設けられた構造体５の凹部５１の形状や深さを適宜変
更することによってストローク長（光源１に対する集光ユニット３の摺動距離）を延ばす
ことができ、照明装置の光学特性の変更範囲を拡大する効果がある。特に集光体２と光源
１との間隔を短くして配光分布を広げたい場合に有用である。さらに、仕切り４と構造体
５に設けられた凹部５１とを、各部品の位置決めや取り付けの際に利用してもよい。
【００４６】
　このように、ある光源１から隣接集光体に入射して照明装置から出射した光束は、照明
装置の照度分布や配光分布を乱すノイズとなる不要な光であるが、本実施例の構成によれ
ば、迷光の影響を低減できる。従って、本実施例によれば、より迷光を抑制して好適な照
度分布や配光分布を得ることが可能なスポットライトやダウンライト等の照明装置、及び
それに用いられる集光ユニットを提供できる。特に本実施例の構成は、光源１と集光ユニ
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ット３との相対距離を可変とした場合に特に有用である。しかしながら、本実施例は、光
源１と集光ユニット３との相対距離を可変できない（すなわち固定とした）構成の照明装
置にも適用可能であり、そのような構成であっても上述の効果を得られることは言うまで
もない。
【実施例３】
【００４７】
　次に、図７及び図８を用いて本発明の第三の実施例の一構成例を説明する。ここで、図
７及び図８は、第三の実施例に係る照明装置及び集光体の、２つの隣接する集光体２の光
軸を含む平面で切断した断面図を示している。
【００４８】
　本実施例が第二の実施例と異なる点は、構造体５に、凹部５２の他に、仕切り４の形状
と相似する溝部５３を設けた点である。構造体５の構成及び光学作用は実施例２に説明し
たものと同様なものであり、ここでの説明は省略する。
【００４９】
　本実施例では、構造体５に、光源１を収納する凹部５２と、仕切り４の光軸と直交する
断面形状と相似する、すなわち円環状の溝部５３が形成されている。ここで凹部５２は、
仕切り４の内径よりも小さな径を有する円形を為しており、各集光体２に設けられた仕切
り４にそれぞれ対応して設けられている。また凹部５２の底面側に光源１が配置されてお
り、凹部５２の内壁面により光源１はを取り囲むようにしている。
【００５０】
　一方、溝部５３は上記のように円環状を為しており、図示のように凹部５２の周囲を取
り囲むように形成されている。また溝部５３は光源１と集光ユニット３との相対距離を短
くしたときに仕切り４が溝部５２に挿入或いは収納可能となっている。図８は、仕切り４
が溝部５２に挿入或いは収納されている様子を示している。
【００５１】
　本実施例では、凹部５２の径が集光体２の径よりも小さいため、凹部５２で反射された
光を集光体２の範囲内に集光することが容易となる。かかる集光をより効率よく行うため
に、凹部５２の内壁面は、図示されるように光源１側から集光体２側に向かって開くよう
に傾斜されている。すなわち光源１から構造体５に向かう光束は、凹部５２の内壁面によ
って集光体２側へ反射されるようになっている。
【００５２】
　本実施例の構成において、光源１から出射した光束のうち、光源１の光放出面の中心軸
から離れる方向の光束、すなわち中心軸に対して直交する方向に進行する光束（迷光）は
、構造体５の形成された凹部５２の内壁面に入射され、当該内壁面で凹部５２の内側或い
は対向する集光体２へ反射される。従って、ある光源１の光放出面の中心軸に対して直交
する方向に進行する光束が、凹部５２の内壁面によって、隣接集光体に入射されることが
阻止される。
【００５３】
　このとき、構造体５または凹部５２の内壁面が拡散反射性を有する場合、構造体５また
は凹部５２の内壁面に入射された光束は、構造体５の凹部５２の内壁面で散乱反射されて
対向する集光体２に向かう。このため、凹部５２の内壁面は、光源１とは別に発光してい
る状態、すなわち二次光源となっているような光学的な性質を示すことになる。その結果
、光源１から対向する集光体２に向かわずに構造体５に向かう光束は、光源１周囲にある
凹部５２の内壁面上に発生した二次光源からの光線として、当該対向集光体２へ導かれる
。したがって、集光体２への入射光束が増加し、照明装置の出射光束を増加させる効果が
ある。
【００５４】
　また、構造体５の凹部５２の内壁面が強い正反射性を有するミラーの場合、凹部５２の
内壁面に入射された光束は、その内壁面で正反射されて集光体２へ入射する。このように
、凹部５２の内壁面がミラーの場合、当該ミラーにより形成された光源１の虚像を発光源
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として、凹部５２の内壁面による反射光を利用することができる。
【００５５】
　前記反射光を集光体２に入射するように、上述のように凹部５２の内壁面を、凹部５２
の径が光源１側から対向する集光体２側に向かって広がるように傾斜面（テーパ状）とす
ることが好ましい。これ以外にも、例えば、凹部５２の内壁面に集光性能を持たせるため
に、凹部５２の内壁面を、光源１の近傍に焦点を持つ楕円、放物面のような二次曲面形状
としてもよい。かかる構成であれば、集光体２への入射光束を効率的に増加させられるた
め、照明装置の出射光束を増加させる効果がある。
【００５６】
　かかる本実施例の構成によれば、光源１から構造体５に向かう光を凹部５２の内壁面で
拡散反射或いは正反射してその大部分を集光体２に向かわせることができる。すなわち、
本実施例によれば光の利用効率を高めることができ、実施例２に比べて照明装置の出射光
束を増加させることができる。
【００５７】
　また、本実施例では、構造体５に、光源１の近傍の凹部５２と、仕切り４に対向する位
置に配置される溝部５３が設けられている。このため、構造体５が反射性の材質で構成さ
れるとき、仕切り４の形状に制約されずに、照明装置の出射光束量を増加させるために好
適な凹部５２の形状を決定或いは設定することができる。
【００５８】
　また本実施例では、光源１と集光ユニット３との相対距離（間隔）が長い場合でも短い
場合でも、ある光源１から隣接集光体へ向かう光は、仕切り４及び構造体５に形成された
凹部５２の内壁面の両方の反射または拡散反射作用によって、集光体２への入射が阻止さ
れる。また本実施例であれば、仕切り４の形状を変更することなく、仕切り４と対向して
設けられた構造体５の溝部５３の形状や深さを適宜変更することによってストローク長（
光源１に対する集光ユニット３の摺動距離）を延ばすことができ、照明装置の光学特性の
変更範囲を拡大する効果がある。特に集光体２と光源１との間隔を短くして配光分布を広
げたい場合に有用である。さらに、仕切り４と構造体５に設けられた溝部５３とを、各部
品の位置決めや取り付けの際に利用してもよい。
【００５９】
　このように、本実施例は、迷光を抑制して好適な照度分布や配光分布が可能であり、組
み立て性に優れ製造が容易であり、かつ出射効率を更に高めたスポットライトやダウンラ
イト等の照明装置、及びそれに用いられる集光ユニットを提供できる。尚、本実施例も、
光源１と集光ユニット３との相対距離を可変できない（すなわち固定とした）構成の照明
装置にも適用可能であり、そのような構成であっても上述の効果を得られることは言うま
でもない。その場合、溝部５３は設けても設けなくてもよい。
【実施例４】
【００６０】
　次に、図９～図１１を用いて本発明の第四の実施例の一構成例を説明する。ここで、図
９は、第四の実施例に係る照明装置及び集光体の俯瞰図を示しており、図１０及び図１１
は、当該照明装置及び集光体ユニットの２つの隣接する集光体２の光軸を含む平面で切断
した断面図を示している。
【００６１】
　本実施例が第一～第三の実施例と異なる点は、第一～第三の実施例は仕切り４が集光ユ
ニット３に設けられていたのに対し、本実施例では、仕切り４が構造体５に備えられてい
る点である。その他の点は、前述の実施例と同じである。尚、構造体５の凹部５２は、第
三の実施例のものと同じであるものとする。
【００６２】
　本実施例において、仕切り４５は光源基板１０に実装された光源１を取り囲むように構
造体５に設けられており、構造体５側から集光体２側に向かって延びて形成されている。
すなわち仕切り４５は光源１を囲うような円筒形状を為している。ここで、仕切り４５と
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構造体と５を例えば同一の熱可塑性樹脂により射出成形を利用して成型すれば、仕切り４
と構造体５とを一体化して製造することができる。勿論、仕切り４５と構造体５とを一体
化しなくてもよい。例えば、構造体５と仕切り４５を別々に製造し、これらを例えば嵌合
や接着などの手法を用いて互いに結合して製造してもよい。かかる製造方法は、構造体５
とパーティション４５の形状が複雑で一体成型が困難である場合に有効である。
【００６３】
　仕切り４５は、前記実施例に記載した、ある光源１から当該光源１に対向しない位置の
集光体２へ光束（迷光）が入射されることを防ぎ、迷光による照明装置の配光分布や照度
分布への影響を抑制する効果を有する。更に、本実施例では、構造体５にパーティション
４が設けられるため、集光ユニット３を軽量化できる効果がある。従って、本実施例の構
成によれば、迷光を抑制する効果を有しながら、集光ユニット３を軽量化できるため、集
光ユニット３を保持する構成の簡素化、もしくは照明装置を使用する際の扱い易さを向上
させることができる。特に照明装置が集光対２と光源１との相対的な距離を可変させる機
構を有する場合において、集光ユニット３の重量が軽い方が、集光ユニット３をその中心
軸と平行な方向に手動により摺動させる際に必要な力を低減することができる。加えて、
上記可変機構が満足すべき機械的強度などの性能も緩和させることができる。
【００６４】
　また、集光ユニット３の、構造体５に設けられた仕切り４５と対向する位置に、仕切り
４５が挿入或いは収納可能な溝部８１が形成されている。この溝８１には、集光体２と光
源１との相対的な距離を短くする際に、仕切り４５が挿入される。図１１は、仕切り４５
が溝部８１に挿入或いは収納されている様子を示している。
【００６５】
　図１１に示されるように、光源１と集光ユニット３との相対距離を短い場合は仕切り４
５が溝部８１に挿入或いは収納されるため、仕切り４５の先端と集光ユニット３との間隔
を無くすことができる。よって、光源１と集光ユニット３との相対距離を短い場合は、あ
る光源１から隣接集光体へ迷光が入射されることがより好適に阻止され、当該迷光が配光
分布や照度分布に与える影響を抑制することができる。
【００６６】
　一方、光源１と集光ユニット３との相対距離が長い場合は、図１０に示されるように、
仕切り４５の先端と集光ユニット３との間隔が生じるが、上記溝部８１の内壁面によりあ
る光源１から隣接集光体へ迷光が入射されることが阻止される。つまり、図１０～図１１
から明らかなように、溝部８１の内壁面に対する迷光の入射角は大きいため、特に溝部８
１の内壁面を鏡面加工にすれば、溝部８１の内壁面は迷光を全反射することとなる。よっ
て、ある光源１から隣接集光体へ向かう迷光は溝部８１の内壁面で全反射されて当該光源
１に対向する集光体２に戻されることになる。すなわち、本実施例では、仕切り４５と溝
部８１の内壁面によりある光源１から隣接集光体へ光が入射することを阻止している。溝
部８１の内壁面は拡散反射作用を持たせてもよい。
【００６７】
　このように、本実施例では、光源１と集光ユニット３との相対距離（間隔）が長い場合
でも短い場合でも、ある光源１から隣接集光体へ向かう光は、仕切り４５及び集光ユニッ
ト３に形成された溝部８１の内壁面の両方の反射または拡散反射作用によって、隣接集光
体への入射が阻止される。また本実施例であれば、仕切り４５の形状を変更することなく
、仕切り４５と対向して設けられた集光ユニット３の溝部８１の形状や深さを適宜変更す
ることによってストローク長（光源１に対する集光ユニット３の摺動距離）を延ばすこと
ができ、照明装置の光学特性の変更範囲を拡大する効果がある。特に集光体２と光源１と
の間隔を短くして配光分布を広げたい場合に有用である。さらに、仕切り４５と集光ユニ
ット３に設けられた溝部８１とを、各部品の位置決めや取り付けの際に利用してもよい。
【００６８】
　更にまた本実施例では、集光ユニット３に仕切り４を設けないことによる集光ユニット
３を軽量化でき、さらに集光体２に溝部８１を設けているため、更なる軽量化の効果が得
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られる。集光ユニット３に設けられる溝部８１は、出射面側から光源１側の入射面にかけ
て広がるテーパ形状でもよい。また溝部８１の内壁面に拡散加工を施してもよい。拡散加
工を施した場合には、隣接する集光体２の間で直線光が入り乱れることを防止し、明瞭な
照度分布のパターンの発生を抑える効果がある。
【００６９】
　このように、本実施例は、迷光を抑制して好適な照度分布や配光分布を得ることができ
、所望の配光特性やつつも出射効率を更に高め、かつ集光ユニット３を軽量化して取扱い
易さを向上させたスポットライトやダウンライト等の照明装置、及びそれに用いられる集
光ユニットを提供できる。　
【実施例５】
【００７０】
　次に、図１２を用いて本発明の第五の実施例の一構成例を説明する。図１２は、上記実
施例で説明した照明装置を電球装置に使用したＬＥＤ電球装置の一例を示しており、かか
るＬＥＤ電球は、第一の実施例～第四の実施例のいずれかで説明した照明装置（本例では
第三の実施例の照明装置）を備え、更に、取り付けリング６１、口金６３を有して構成さ
れている。
【００７１】
　筐体６２は、その下方側端部から上方端部に向かって径が大きくなる形状を有しており
、下方側端部に口金６３が設けられ、上方端部には例えば第四の実施例で示された４つの
光源（ＬＥＤ）１が実装された光源基板１０が配置される。筐体６２は光源基板１０へ電
力を供給するための電源回路を内包しており、図示しないソケットにねじ込まれた口金６
３からの電力は、電源回路を介して光源基板１０に実装された光源１や電気回路等に供給
される。
【００７２】
　取り付けリング６１は環状を為しており、集光ユニット３及び筐体６２の光源基板１０
の取付け部の外周側面を囲うように保持することで集光ユニット３を筐体６２に固定する
ための部材である。その材質はデザインによるが、光を透過させて発光するように透明な
樹脂を利用してもよいし、光をレンズ体から多く出射させるために、取り付けリング６１
の内部を反射性の高い材質でコーティングすることも出来るし、内面が反射性を持つ金属
で構成していてもよい。集光ユニット３の取り付け構成によっては、取り付けリング６１
は省略されていてもよい。また筐体６２は放熱性が良いアルミなどの金属で構成されてい
てもよい。もし光源基板１０へ供給される電力が少なく放熱性が重要視されない場合には
金属以外の材質で構成されていてもよい。
【００７３】
　また、本実施例では、取り付けリング６１に上記実施例で説明した照明装置を結合する
とともに、取り付けリング６１の内壁面に照明装置の中心軸と平行な方向に延びる突起（
図示せず）を設けている。更に、取り付けリング６１よりも小さく構造体５に結合された
内側リング１２１の外壁面に、照明装置の中心軸と平行な方向に延び、かつ取り付けリン
グ６１の突起と嵌合される案内溝を形成する。そして、照明装置が結合された取り付けリ
ング６１を上記案内溝に沿って照明装置の中心軸と平行な方向に摺動させることで、光源
１と集光体２との相対的距離を可変させることができる。このとき、取り付けリング６１
または内側リング１２１には、摺動が所定範囲内に収まるようにストッパーが設けられて
いる。光源１と集光体２との相対的距離を可変させるための機構は、上記のものに限らず
、他の構成も利用することができることは言うまでもない。
【００７４】
　このように、本実施例によれば、迷光を抑制した良質な配光分布、および照度分布を有
する照明装置を電球装置として利用することができる。
【００７５】
　なお、本発明は上記した実施例に限定されるものではなく、様々な変形例が含まれる。
たとえば、上記した実施例は本発明を分かりやすく説明するために詳細に説明したもので
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あり、必ずしも説明した全ての構成を備えるものに限定されるものではない。また、ある
実施例の構成の一部を他の実施例の構成に置き換えることが可能であり、また、ある実施
例の構成に他の実施例の構成を加えることも可能である。また、各実施例の構成の一部に
ついて、他の構成の追加・削除・置換をすることが可能である。
【符号の説明】
【００７６】
１…光源、２…集光体、３…集光ユニット、４、４５…仕切り、５…構造体、１０…光源
基板、５１、５２凹部、５３、８１…溝部、６１…取り付けリング、６２…筐体、６３…
口金

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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